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パルシステム東京 震災復興支援基金「パル未来花基金」助成活動レポート 

 

震災復興支援基金「パル未来花基金」の助成を受けて、復興支援活動に取り組みました。その取り組みについ

て、組合員の皆さんにご報告します。 

グループ名  NPO法人 福島こども保養プロジェクト＠練馬 記録グループ 

支援対象者・エリア 福島県 

企画開催地 東京都練馬区、埼玉県飯能市 

企画名称 福島のこどもたちの保養キャンプなど１年の活動報告集作成事業 

実施期間 2019年 4月 1日～2020年 3月 31日（主に 8月の保養キャンプ時に実施） 

 

支援活動の目的・内容・感想 

（どうしてこの活動をはじめたのか、どのようなことに取り組んだのか、取り組んだ感想など） 

（目的） 

2011 年の東京電力福島第一原子力発電所の事故後、福島県をはじめ放射線の高い地域に暮らしているこど

もたちに、少しでも線量が低い地域でたっぷり外遊びをしてもらい、心身のリフレッシュをはかってもらいた

いと考えている練馬区民が集まり、任意団体として 2011 年 6 月に設立。その後、より継続的な活動をするた

め、2013年 9月に法人化した。 

（今年度の取り組み） 

2019 年の 5 月には、保養キャンプの実施場所である埼玉県飯能市の大平ハウスへの下見と、保養キャンプ

実行委員会を立ち上げ、6月には福島県内での保養相談会で参加者の募集を行い、また南相馬市の子育て支援

センターを通じて呼びかけた。保養キャンプにそなえ、実行委員会を重ねた。 

8 月 2 日～6 日、9 日～13 日に合計 11 組 38 名が保養キャンプに参加。その後は写真や映像記録（動画）な

どを完成。また、9 月から翌年 3 月まで、1 年の活動報告をまとめた団体の報告集を作成するために、編集会

議を重ね、3月 21日に 2500 部印刷完了。キャンプ参加者・キャンプなどの協力者・支援者・会員・賛助会員

などに報告集を配布、発送した。 

（取り組みの感想） 

2019 年で 9 回目となる保養キャンプとなったが、地元の自治会の皆様との協力もあり、福島県から親子を

お迎えして、無事に実施できた。また、準備段階から若い 20 代のボランティアが企画をすすめ、次世代へつ

なぐ「保養」であるという意識が共有できた。 

報告集作成にあたっては、NPO法人福島こども保養プロジェクト＠練馬の活動を多くの人に知ってもらい、

原発事故を風化させないために、記録をきちんと残していきたいと考える。 

キャンプを始めてから 9年がたち、参加者の想いもさまざまで、参加者とのやりとりの中で複雑な現実をし

ばしば感じさせられている。保養キャンプの後、2019 年秋の台風による水害にあわれた方も多く、そのよう

な二重の被害に苦しむ方がたへ、練馬区大泉学園町にある滞在型保養ハウス「さかさい」の利用などの声かけ

ができたことは良かった。 

また、今年の 2月に行われた講演会「10年目の福島をきく 震災・原発避難者はいま Part5」では、避難

者が抱えている現実を受け止めつつ、取り組みを続けていることの意義も確認できた。 

※別紙に冊子添付 
 
 
※本レポートに掲載された写真はパルシステム東京ホームページ等で公開させていただきます。予めご了承ください。 
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